
別紙１

～

○ SDGs推進活動 自立促進活動

NPO法人の設立登記日 年 月 日

NPO法人設立前の団体の設立日 年 月 日 ※NPO法人設立前に任意団体等で活動実績がある場合は記載する

事業内容が分かるHPやSNS等

補助金等の交付実績 1 年 6 月 ／ 円

・ 2022年4月から2025年3月までに 2 年 月 ／ 円

　交付された補助金等を記載してください。 3 年 月 ／ 円

・ 7件以上ある場合は、直近のものから 4 年 月 ／ 円

　6件を記載してください。 5 年 月 ／ 円

6 年 月 ／ 円

活動歴・これまでの活動実績

＜７０文字×3行程度＞

申請する事業の位置づけ（１） 継続事業 （現在取り組んでいる事業、またはこれまでに取り組んできた事業と同じ内容の事業を申請する）

・ 「その他」を選択した場合、 新規事業 （これまでに取り組んでいない新たな事業を申請する）

　その内容を記載してください。 ○ その他

申請する事業の位置づけ（２）

・ 令和5年度または6年度に本助成事業に採択

　されている場合は、過年度の採択事業から

　発展させた内容や違いを記載してください。

申請する事業に従事する 1

法人社員と役割 2

3

4

5

（社員） 小林　公彦 （役割） 長瀞宝登山森づくり担当、広報担当

（社員） 守谷　裕之 （役割） 東日本大震災復興田村市森づくり担当、イベント企画担当

（社員） 東　克明 （役割） 会計担当、本申請事業での連絡責任者、他団体との協議担当、三峰森の集い(旧三峰分校事業)担当

（社員） 内藤　健三 （役割） 総務･事務担当

R6年度採択事業では植林地での下草刈り･獣害対策等の維持管理と高校生対象の森林体験会とそれらを含む森林保全の広報活動を行った。啓蒙活動につな

げるため水源涵養のみならず生物多様性保全･快適環境形成等の森の多面的機能を深掘りする。森づくりを百年続けるためには、次世代を担う多くの子供達が

森と接することが重要で、特に課題を抱える子供達等への森林体験は人材育成にもつながる。森林体験会は、様々な子供達等の支援組織と協働し、参加者の

特性に合わせたきめ細かい企画としたい。これらの活動を含む森林保全の重要性を様々な形で発信していきたい。

（社員） 高岡　正彦 （役割） 理事長、総括責任者、和名倉森づくり担当、旧三峰分校運営管理担当

(49回発行)に掲載しHPで公表。最近は植林地(和名倉山・宝登山)の維持管理、広報活動、子供の森林体験を３本柱に活動、今後水源林の魅力を深堀して

中下流域の人々に伝えたり、地域と連携した森づくりを進めたり、機会に恵まれない子供達に森林体験の機会を提供するなど活動を発展させていきたい。

（その他の内容） 専門家、子供支援NPO他の団体、地元自治体との連携を深め各事業を充実させる。

（補助金等名称） （交付日・交付額）

秩父を中心に約7千本植樹、2003年～植林地の下草刈り継続、講演会・公開講座等54回開催、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ･写真展･自然観察会も開催、活動を会報

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（補助金等名称） （交付日・交付額）

（HP） http://www.100nen-forest.org/

（SNS）

（補助金等名称） 令和６年度埼玉県NPO 活動促進助成事業 （交付日・交付額） 2024 482,000

事業区分

１．申請する法人について

2008 3 25

2000 6 28

事業計画書

法人名 特定非営利活動法人百年の森づくりの会

事業名 水を育む山への恩返し 荒川源流域での森づくりと子供の森林体験

事業期間 令和7年6月20日 令和8年2月28日



6月 ～ 2月

回 人 7 人 3 者

6月 ～ 2月

回 人 5 人 3 者

6月 ～ 12月

回 人 6 人 6 者

6月 ～ 2月

回 人 3 人 ー 者

～

回 人 人 者

長瀞町：植林許可、花の丘構想協議　三井住友海上火災保険(株)埼玉支店：社員･代理店社員参加、
(公財)埼玉県生態系保護協会：植林地調査相談

（従事する社員）

3
小学～高校生及び保護者
自立支援取組中の障害者

50
秩父市：体験会会場提供　児童養護施設若竹ホーム及び川口親子劇場：別々に協働して体験会実施
所沢子供ネットワーク及びE-encourage所沢：参加協議中　いずみ高校山岳部：ボランティア参加

秩父市
秩父市三峰２１４－２
旧大滝小学校三峰分校

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
３

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
５

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

（従事する社員）

（実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

（連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

事
業
４

（事業の名称） （事業の内容） （実施時期） （場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

広報活動
上記を含む活動成果や識者の知見、特に今年度発展させる活動内容を重点に
広報誌｢和名倉百年の森｣を発行し、活動内容をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで公開する。

さいたま市

1
会員、参加者、関連
NPO・組織に配布

300 共助社会づくり課及び関連NPO・企業のワークショップ・イベント等でも配布

発行者事務所：さいたま市

（実施回数） （事業の対象となる人） （参加者数合計） （従事する社員）

秩父市

（場所：市町村名） （場所：施設等の名称）

三峰森の集い(旧三峰分校事業)
体験機会の少ない、課題を抱えた子供達等に森に囲まれた旧三峰分校で宿泊型
の森林体験会を個別に安価で提供する

（参加者数合計）

3
会員及び参加希望者、三井
住友保険社員･代理店社員

30

（従事する社員） （連携団体の数） （連携する団体等の名称と役割）

秩父市：植林許可、作業基地提供　(公財)埼玉県生態系保護協会：動物観察データ分析相談
埼玉県立いずみ高校山岳部：調査･観察山行参加

事
業
２

（事業の名称） （事業の内容）

長瀞宝登山の森づくり
専門家との調査、長瀞町と四季の花咲く丘づくり構想に基づく森の方向性につ
いて再協議し、広葉樹の補植、下草刈り・雑木伐採。

長瀞町 宝登山南東斜面

（実施回数） （事業の対象となる人）

２．申請する事業の詳細

事
業
１

（実施回数）

（場所：施設等の名称）

和名倉山仁田小屋尾根、
1,500m仁田小屋の頭付近

4

（事業の対象となる人）

会員及び参加希望者、
いずみ高校山岳部員

（参加者数合計）

20

（事業の名称）

和名倉山の森づくり

（事業の内容）

植林地の経過観察、鹿害防止対策と共にﾄﾚｲﾙｶﾒﾗでの動物観察ﾃﾞｰﾀ収集及びﾃﾞｰ
ﾀ分析・活用に関する専門家協議。森の豊かさの一例として公表。

（実施時期） （場所：市町村名）



事業１～秩父市の協力で宿泊可能な作業基地(仁田小屋)を専用利用でき、又長年同山で活動してきた当会は日帰り不可能な深山での活動を安全・確実に行うことが出来る。

事業２～植樹・観察・下草刈りを２０年近く続け、土壌等の環境条件も把握さらに専門家を交えた調査と長瀞町との協議で花の丘構想に近づく森づくりが実現できる。

事業３～秩父市の協力で借用している旧三峰分校は、森に囲まれ畳敷きの教室と調理場・食堂を有し、安価で独自の体験会を企画できる。

社会貢献ワークショップ及び当会独自のネットワーク等で繋がった子供支援組織等とコラボし細かい協議をすることで、子供達等の状況に合わせた企画を立案・実施することが出来る。

事業４～子供達等の個人情報(顔写真等)の掲載等について事前に調査し把握することで参加者に寄り添った記録を残すことが出来る。

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果

事業１～荒川有数の水源林面積の和名倉山(2,036m)は奥深く、多くの人が豊かさを体験する事は困難だが、その生態系の一部でも公開することは森への関心を深めることにつながる。

事業２～植林地の将来像を再確認し、補植、雑木伐採、下草刈りを続け、花の丘構想の実現に近づき、宝登山を訪れるハイカー等が森の豊かさを感じる事につながっていく。

事業３～次代を担う子供達等が森に囲まれた環境で遊び・体験し・学習し・自分で工夫し・食べて・寝ることは記憶の片隅に残り、森づくりを百年続ける事に繋がる。様々な厳しい環境下の子供

達等の特性を子供支援組織と確認し個別の森林体験機会を安価に提供することで、多くの子供達等の健全育成にも貢献できる。コラボした組織に聞き取り調査を行い体験会の成果を確認する。

事業４～子供達等に森林体験会の写真集(広報誌)を配布し想い出を残してあげたい。同時に多くの人々の目に触れることで子供達等の自然体験の重要性を広めることが出来る。

事業１～新たに中大型動物の生態データ収集開始、トレイルカメラ設置、2～3ヶ月毎にデータ回収、専門家と相談しデータ収集の精度を上げると共にデータを分析。結果を公表し森の多様性を広報。

事業２～四季の花咲く丘構想に基づき専門家の意見も聞きながら長瀞町と協議し、広葉樹の補植と雑木伐採で緑豊かで花咲く森を目指す。目標はハイカーが立ち寄る森づくり。

事業３～課題を抱えた子供･障害者(以下、子供達等)には実情に合わせた個別の企画が必要、子供達等の支援組織とコラボし、体験機会の少ない子供達等の特性に合った宿泊型森林体験会

を新たに個別開催。森に囲まれた旧三峰分校の校庭で大鋸引き・間伐材木工・森の探検・枝拾いとキャンプファイヤー・水源林の機能実験等を行い、自炊した食事を食べ、校舎に泊まる。

事業４～写真を中心に活動成果等を広報誌として発行。特に森林体験に参加した子供達等(希望者)に配布。助成金対象以外も含め活動内容をホームページで公開。

４．申請する事業の効果

３．申請する事業の目的と内容

＜80文字×5行程度＞ 事業の概要、解決を図る地域課題や社会課題、目的を達成するための実施体制・連携体制はどのようなものか

＜80文字×5行程度＞ 申請する事業の効果を得るために、申請者の特徴や強みをどのように生かすか



他組織との連携協議や参加者とのイベント毎の相談を密に行うためWeb会議システムを助成金で手当てして初めて行きたい。

６．事業の自立　※自立促進活動に応募する場合のみ

＜80文字×5行程度＞ 事業の自立性・継続性を高めるために、(1)寄附金や事業収入を拡大させる取組、(2)他団体の連携、(3)助成金の活用方法はどのようなものか

５．事業の継続・発展

＜80文字×5行程度＞ 事業を継続的に行うための課題、事業の継続性を高める方法、事業を発展させるための取組はどのようなものか

最大の課題は人的資源、会員・参加者等の高齢化と若者の算入不足である。その弱点は他の組織との連携で補い、高校生等の参加も継続できるようその指導者との連携も深めていく。

｢森林と生活に関する世論調査(R5年内閣府)｣では森への関心や理解度は高く、６割近くが森林ボランティアへの参加意欲があるが、その８割以上が団体に所属せずに参加を希望し、

４割が知り合いの進めで参加すると答えている。イベントの目的や方法を明確にし、参加会員が知り合い一人を誘ってくるなどの人的ネットワークでまず参加者を増やし、参加者の意見を

取り入れた企画を実現することで、活動を引っ張る人材を確保していきたい。

3

目標名 4 質の高い教育をみんなに ←17の選択肢から選択する

効果
森を含む豊かな自然を体験する機会がある子供達等もいるが、機会が少ない子供達等に森の豊かさを体感するチャンスを提供することが重要である。

森に囲まれた環境で工夫し考え・感じる森林体験は自然と心の教育でもある。

2

目標名 17 パートナーシップで目標を達成しよう ←17の選択肢から選択する

効果
森林ボランティアの当会は、多様な環境に生きる子供達等の実態や接し方を熟知しているわけではない。子供支援組織とコラボすることでそれを補完することが出来る。

子供支援組織とのコラボでは子供達等の事情を個別に勘案しきめ細かく企画・実施することで子供達等の達成感を満足しやすくなる。

＜各項目100字程度＞ SDGｓの１７の目標に対する事業の効果（最大３個まで記入可）

1

目標名 15 陸の豊かさも守ろう ←17の選択肢から選択する

効果
荒川源流の水源林を有する秩父地域で森づくり活動を行い、広報することで森林の恵みを多くに人に伝わり、森林保全の気運が高まる。

子供達等が森林体験をすることは、森づくりが未来に繋がることになっていく。



別紙２

法人名

事業名

　１．収入の部

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

　２．支出の部

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 部 ×

円 × 枚 ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 回 × 台

円 × 回 × 台

円 × 回 × 台

× ×

× ×0（支出の内容） （該当する事業）

52,560 8,760 3 2

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動３

（該当する事業）

スタッフ交通費(自家用車 137km有料道路代含む、規程による)

74,240 9,280 4 2

55,680 6,960 2 4

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動１

（該当する事業） 活動２

スタッフ交通費(自家用車 150km有料道路代含む、規程による)

スタッフ交通費(自家用車 92km有料道路代含む、規程による)

0

c.旅費交通費 182,480 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

45,000 180 250

10,200 85 120

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動４

（該当する事業） 共通経費

広報誌50号及び案内チラシ郵送料

行事参加連絡葉書

0

b.通信運搬費 55,200 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

1,480 1,480 1

0

（支出の内容）

（支出の内容）

活動３（該当する事業）

（該当する事業）

広報誌作成打合会施設利用料(RaiBoC Hall)

項目 予算額（円） 積算内訳

a.会場費 1,480 金額１ 金額2 金額3

0

555,958

（収入の内容） （該当する事業）

0 金額１ 金額2 金額3

0（収入の内容） （該当する事業）

d.その他

0

0

（収入の内容）

（収入の内容）

（該当する事業）

（該当する事業）

b.自己資金 55,958 ※自動計算

c.事業実施による収入等 0 金額１ 金額2 金額3

555,958

項目 予算額（円） 積算内訳

a.助成金交付申請額 500,000 ※千円未満切り捨て/採択区分により補助率と交付額が変わる可能性があります

収支予算書

特定非営利活動法人百年の森づくりの会

水を育む山への恩返し 荒川源流域での森づくりと子供の森林体験



単位 × 単位 × 単位

円 × 本 ×

円 × 缶 ×

円 × 式 ×

円 × 月 ×

円 × 人 ×

単位 × 単位 × 単位

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 式 ×

× ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 × 回

円 × 人 × 回

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 ×

円 × 人 ×

× ×

× ×

× ×

単位 × 単位 × 単位

円 × 人 ×

円 × 式 ×

× ×

× ×

野外作業安全用品(スズメバチ駆除スプレー)

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

12,250 350 35

2,500 2,500 1

（支出の内容） 参加者ボランティア保険 （該当する事業） 共通経費

（支出の内容） さいたま市市民活動サポートセンター印刷費(行事案内チラシ) （該当する事業） 共通経費

0

i.その他 14,750 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

20,000 2,000 10

12,000 2,000 6

（支出の内容） 重作業参加者日当 （該当する事業） 活動１

（支出の内容） 重作業参加者日当 （該当する事業） 活動２

0

h.人件費 32,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

20,000 20,000 1 1

40,000 20,000 1 2

（支出の内容） トレイルカメラデータ分析専門家謝金 （該当する事業） 活動１

（支出の内容） 花の丘構想植林地調査・指導専門家謝金 （該当する事業） 活動２

0

g.謝金 60,000 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

127,600 127,600 1

0（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） 広報誌50号印刷費(別紙見積書)400冊 ｶﾗｰ6頁写真10枚／頁 白黒2頁 （該当する事業）

0

f.委託費 127,600 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

（支出の内容） （該当する事業）

（支出の内容） （該当する事業）

0

0

55,000 1,100 50

e.備品費 0 金額１ 金額2 金額3

（支出の内容） （該当する事業） 活動３体験会参加者食材購入費

4,500 4,500 1

10,000 2,000 5

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 共通経費

（該当する事業） 活動３Ｗｅｂ会議システム利用料(他組織との企画会議、Zoom)

事務用品

10,956 2,739 4

1,992 498 4

（支出の内容）

（支出の内容）

（該当する事業） 活動２

（該当する事業） 活動２草刈機・チェンソー燃料

d.消耗品費 82,448 金額１ 金額2 金額3


